
 

事業結果要約報告書 
受付番号 

2021 KJ-001 

－科学技術振興関係－ 

公益財団法人マツダ財団 御中 

  令和４年 ２月 ７日 

所属機関名 広島県立祇園北高等学校 

申請代表者   

役  職 教諭 

フ リ ガ ナ    ニシ タケヒロ 

氏  名 西 武宏       

 

マツダ財団から受けた 助成金  １３．２ 千円 による事業結果について、 

次のとおり報告します。 

助成事業名 
理数分野の探究活動における，スポーツ領域への進出・部活動との融合を目指して 

(事業期間：２０２１年６月１日～２０２２年５月３１日 ) 

 計  画 実 施 結 果 

事

業

内

容 

日時：データ取得（土日の練習試合が中心） 

   分析（「理数探究」授業内や放課後） 

 

場所：各野球場（データ取得） 

   本校教室（分析） 

対象：本校野球部 

定員：約５０名 

 

内容：データ処理機器を用いた探究活動を行うことで， 

スポーツを科学的に考える力を身に付ける。 

日時：データ取得（土日の練習試合が中心） 

   分析（「理数探究」授業内や放課後） 

   共有（昼休憩ランチミーティング） 

場所：各野球場（データ取得） 

   本校教室（分析） 

対象：本校野球部 

参加者(５６人) 

 内訳（教員，OB：６人）（生徒：５０人） 

内容：データ処理機器を用いた探究活動を行うことで， 

スポーツを科学的に考える力を身に付ける。 

 発表：３件 

インターネット記事，TV取材：２件  

 



 

事業の目的･ねらい 

【目的】 データ処理機器を用いた探究活動を行うことで，スポーツを科学的に考える力を身に付ける。 

【ねらい】この活動を通して，スポーツを科学的に分析する力を身に付けることが最大のねらいである。自分が好 

きで行っている“部活動”を題材にすることで，データ取得，処理，分析といった科学研究活動に対し 

て意欲的に取り組む効果が期待できる。さらには，分析を行った生徒から，他生徒への波及，他の部活 

動や中学校等も含めた他校への波及効果も期待できる。この活動を通して，「なぜこの練習を行っ 

ているのか」「この課題を解決するためにはどうすれば良いのか」といったことを生徒自身が考え，行動 

に移すことが期待できる。“科学的に考えて効率の良い部活動”を構築することができれば，野球部のみ 

ならず祇園北高校の特色ある活動の一つに今後なっていくと言える。 

 

事業の概要 

スポーツの研究は，「スポーツを科学的に考える」「部活動や生徒の興味と，学習活動を関連付ける」という点で， 

非常に有意義な活動であるが，「データの取得方法」という点で難点がある。スポーツという瞬間を争う活動において，

ビデオ撮影等を行ってデータの取得をしているが，データ処理はアナログで行っているため莫大な時間がかかる。そ

のため，分析を行う時間が足りないことが，昨年度までの課題であった。そこで今年度は，野球競技においてデータ

処理機器を導入し，分析を効率よく行う取組を実施した。 

 

成果･効果 

 事業の開始以降，夏の甲子園県予選までの約１ヶ月間で，特に投手の投球傾向について分析を行った。データ取得

のレクチャー⇒分析⇒ランチミーティングでの共有⇒実践 というサイクルで研究の結果を実践に反映させることを

心がけた。その結果，特に「実践」で“データ分析を根拠にしたプレー”を行うことができたことが最大の成果と言

える。実際，探究成果がひとつの要因となり，本校は創部初の県大会準優勝に輝いた。この探究サイクルは 9/7 web 

Sportiva のインターネット記事「ベースボールゲームトラッカーってなに？効果てきめんで普通の公立校が大躍進，

祇園北を決勝に導いた」や，12/4 RCCテレビ「E-タウンスポーツ」で大きく取り上げられた。 

 この探究活動をきっかけに，野球部で多くの生徒が探究心を持つようになり，今年度は全部で５本の野球部探究活

動を行った。そのうち３本（ベースボールトラッカー探究を含めて４本）を外部大会に出展した。ベースボールトラ

ッカーを用いた研究は，令和３年度広島県科学セミナーの情報部門で優秀賞を受賞した。 

 ３年生の生徒は進学の際，大学の志望理由書や面接試験において活動の成果をアピールしたり，１・２年生は「今

度は自分の番だ」と言わんばかりに，データ分析結果を用いた，自身のスキルアップに意欲的に励んでいる。 

 

写真、図 

              

   昨年度までの紙媒体でのデータの例        今年度の「ベースボールトラッカー」での入力画面 

               

      部内研究発表の様子             令和３年度広島県科学セミナーで受賞した生徒 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ベースボールトラッカーを用いた研究で作成した，研究発表スライド 


